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時日半申忘£W脚」式藤長と定弍・k、
このaう⑳湯楡・では、大島風、の状次ぶ》rぴマ
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才一ロラジェット電流中の露場／尾気伝砲度の相対的重寧度
工旗碑介信産た曝）・罐　丈彦（甲完×彦雛）・薩・杵良一（極地研）
ガロラジ⊆バ竃丸蝿融縄電流砥て分黎し（砲笏照）、縮蜘こ租対的重
蜘儒／腔として屋湯の商比成介の韓ヵが劫い竃鹸の峯闇ゲ市c下囚克）互得た・〉れによ
てい力の官、②竃賓伝噂震の影階ヵミ穴きいの　る乞、婁液キ朕議が・わゆ為嶽ar加3不連続
バ、（き世れヒ毛両墳＼引司じΣ元官蓼冷ぞ童細こ似E癬嫁が牽筋に毛彦E寸ゐ．
電な鍋・、の問賜ま、膨離層一磁頃同の綱互　　2．約1葬分のすグ川一一ム（約1500働
作用やサブストームの生成プ助スド直接関次治統爪輔『糾ヒ佗ωv¢ワp脇cぞ、ジ
係嘱難宮間齢協aべの嘗剛レーWト麗流の看観・嚇瞬バ．齢ヤ細諺
ダ㌧1コろ“か恥ノ直接的なミ観剛こよ1ノ、　があ否こピバわカ㌧た．前看ぞ井、之の潔心
才一ロラジエット膨流坊担い罰憲、乎均約に　が員液中あ8いけそれ以前i二あり、後看では、
覧弗の南酒句きジエ・パ）比〔喋綿うジ薫　朝元（＞3仇ア）仁ある．し壬が・て、この
ヲト〉ガ含乞H訓伝蘂度であゐこピがわヵ・統計を仁の泉螺ヒ合わ也ろ乞、サグストー
・てこひばが、上謎う囹劉ま、才一ロラ分ムリ鉢pa煽ぬは、真必村ζ乎心と3『る竃気
布蛾端力耀論分砺蛎瞬仮翻塞揚借鱗度嚇尺…はる▽▽晃・買らい
に入れ、茅疽なく説明竺れ馴フ刷ぎなら奪い．締粟に到蓬亨る。
でら1こ、二れらの関係感サ〉ストーム賭閲戸
よデて暖わるこξ彰彰えられ為。
輔購べWこの覧湯／麗琢娠殉鋤担対る依剤隻猿調べた
的メ転亜度と，ら蹄頚を次の3フの方法ぞ擁う
てみろ。
　ム。
㌔竃蜴・違気伝嚢度のデータを地肴時によフ
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?）??????＝?
⌒????????????????????
　3，ジエ・ソト瘍琉のべら｝こ微細旙蓬を韻べ
る玉め、竃場／伝蓮旗の重匿震の緯衡二対す
　　　　　　　。い之っがの恢安脅もピで、
“G鋤脅3麗流♂笈合㌧の緯覆褒紘・∀グ
ズトーム褒比乞、Ch醜a砕aレーダ㌧のデ㌧
乙悟紬k・いヂ翻愉川署らい殊調べ鰯姉矯流品齢で君え昧
　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
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　　Sche71測lc　d協gra照sh。漂9｛he　re蘭v¢｜mp。rtance。f
ぱ¢］onospberにconductlv山es　aF迫伍e　elecヒr罵舵lds　m　thc　ea誕waTd
頴dwesこwar国ばro」ets
　　06　　0了　　08　　09　　10　　11
E酪卜W酎　loハos晦r）c　C扉re付D館sけy（A／m｝
！2　　｝3　　14　　　15
　　（句王）e群nぷX浪of　the　ea“－ws（｜onos助erlc　curre頂on　lh¢
Ha羅C。ndUCMy伽Dep編ence◇r古e　eaSトWζsい。n◇spher…c　cW¢川
o川he　nort恒OUth鋭ctrlぼeld　Di函e川symbols、涜uscd　lo　d派r－
e戚te　the　cas【ward　and　we》tw泊e｝eC悔」e｛s　F碩hζrm・reパe　west－
ward　eiecIr曜ls　gr・uped　ml・（脚de卿dm8・n減e由e則。ccurred
bcfく）re　or　aner　O300　MLT．　All卯寵rζpre～e頭qua川ltlcs　auhc｝拙一
tMmal　cenlcr　on已auroral　el¢ctrOje〔s
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　　～りし，グは、ビーム幅5ヲ4反のペンン
ル1ゴームセ箏1図に｛τづrように2本イ乍り、　支
互K切控1して観測t竹クジえアムでψる。23
次隊ぐ・3、倒z玖放13捌佐ほ（’も・左が、
24次↑みで｛4新たに、〃2〃戌の遂イき▲宕t該置
し、）《｝漱払箔性り止いを散飢｝良のスペクト｝レ
解幼n’3明⊃∀ピしよ戊としている。
　　レ’ブオ’ロヲぱ、L一ダビームとβ麩ヵ
Ω・拍角嵐びタ・液遊傍でしひ助λカい
β∫μdρ・5；加ウの性箇が畜るため、
躍5wた髪田憶・59エコーしか望信できない。
乏こで、2以隊四フ噌／之月1・β嫡妨東
玄岐力面に1、土アンラプを向ヴ観測色試劾た
ところ、　ロングしンジに」フ
左ろフクーがeられた。こ
77
　　　　　　　　V肝ドツ7ラ，レダパ魂或踊動
　　　　　　　　　　　　タイナミックス．り4邑）則
　　　　　　　　　　五ナ嵐凄良パ，・いパ諺＋，倉套康知六，軽川2－°．㌣況威閤◇
　　　　　　　　　　　（夫電液廟．＋電麟〒斑．θ栖屯疏）
　　V〃rドク7つ一レーダによ54⑦θ・lld、　S川己に執己Hf囮ぴ、1そ〆eβ友’r巴に〃戸
川商直り’籏として、／タノ24ユ踊・駄・さ設豹づ計直ぴ堤まさ妊いる。力
∋輪錠W垣杉劉醐暗鯛き民りていゑナダで眠♪触つβ1・友在ん頗砕んき閤
23淡隊で’ぽ、茅2図に箒すよクに、スペフト湊牛て【壱ラ。目ζメレ基杷gL一ア↓アンラナる
ルt一ド、ダブん∫ぐ｝しス王一ド、茨望ε一ド’φ狭良まwえ、1ず、麗杉よフ広髭囲の麹洌が脅
⑳8っり棚］左喫苑し、1緩ぽ1年間鍾髭殉に　んるクτ、今後ク投ξ3謀題ヒしたい．
デ’一タ差取得つる二Ztドて＾きた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦ピ
9あ間’乙3の》／μρκ例〆
・広細にわ左多働醐19畏b
狢さ札ろ。
　　こ嶋でに諏得デー　Ma「
タ斜4にっいてつ右リー　Ap「
7⇔のト老イ乍成Lば躍高　M・y
皮に劫脅・ト眠の繍、　Jun
βエや帥セーシ・ンヒしε、、、
一 ブプコー今関係、バjし一ンδ
・・胴観測ラ㌧タ，鰍ΣAug
　　　　　　　　　　　　　Sep
　　　　　　　　　　　　　Oct
　　　　　　　　　　　　　Nov
　　　　　　　　　　　　　Dec
　　　　　　　　　　　　1983　　　　　　　　　　　　　Jan
オ≠θラう形態乙電離層●
場κ閣する解句を竹フ彦｛冗
拶全田ゐ郁！｛ま．づ後↓允ξる
づろケ巴℃ちる．
　　南極にお｛フろユヒ，レ
ントレーブ俵麹在のとこ
ろ郎初嘉他タゾθrレープ
し．δノ2．しこ．鍍〉．払傷βワと
乙．
8；ぱ・民一’㊨二r≡
穿い司　Vθ「し一アリ観測髭囲
　Syowa　Station　50　MHz　Radar
［：：コ：Double　Pu｜se　■：Spectrum　唖：Meteor
　　15　10　152025　 　　　　　　 　Days
第2図　vHアレーブに♂5観測期間βび勧則τ一ド
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高緯度Pi2脈動と沿磁力線電流
樋　口　喜　啓　（山形大学工学部電気工学科）
　　1．はじめに　サブストーム開始時に発ことがわかる。
生するPi2脈動は、その最大振幅がオーロラ旦＿一偏翌亙性　AEJ電流を境界として・そ
オ＿バル近傍に存在するということは、観測れより低緯度側では左偏波（CC）・又　高
結果より、指摘されてきていた（1）．しか緯度側では右偏波（CW）特性を示すこと
し　発生領域に近づくにつれて、オーロラ・　は、知られている事実である（4）。第2図
エレクトロジェット（AEJ）電流にともなうノ　は、その一例である・H成分の最小地点を境
イズのために、Pi2脈動は隠されてしまい、　界にして低緯度側で左偏波・高緯度側で右偏
その特性を調べることは困難であった。最波を示している。偏波特性の地方時依存性に
近、データーに最適な偏波フィルターを用い関しては、結論は得られていないようであ
て、AEJ電流に起因すると思われる雑音を　る。特にAEJ電流の真下では右偏波特性を
取り除いて、Pi2脈動の発生領域近傍でのス示すことがわかってきた・上向き沿磁力線電
ペクトル解析および偏波特性が調べられた。
（2）　（3）
2・パワー・スペクトル　第1図は、1979年
2月5日（05：10－05：40U．T．）に観測された
流の存在するところを境界としてAEJ電流
の低緯度側までの領域は右偏波特性を示す。
　　　　　　参　考　文　献
（1）　Jacobs，J．A．and　K．Sinno；Geophys・J・旦
Pi2脈動の7つの観測地点でのパワー・スペ333，（1960）（2）Samson・J・C・and　B・G・Harrold
クトル解析結果である。7つの観測地点のな　J．G巳ophys・Res’旦，5736・（1983）（3）樋口喜啓
かでもっとも低緯度にあるLEDUでのスペJ・C・Sa恥on，H・Harecha｜・G・Rostoker：磁気圏
クトルをみると、8．3mHzに最大強度がある
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Substormの効果としてのPc1地磁気脈動
石田十郎、林幹治 東京大学・理学部
　　Pc1地磁気脈動は、磁気圏尾部から磁
気圏にinjectされた、速度・実空間に異方性
を持った高エネルギーの粒子によるcyc｜otro
nresonanceで発生していると考えられてお
り、磁気■内の高エネルギー粒子及び低エネ
ルギーブラズマの状態を把握する事が其の発
生条件を考える上で重要である。
　　我々はカナダでおこなったplas陥pause
latitudes，auroral　20ne，subcleft　latitude
にかけての多点同時観測の結果に基づき、ス
ペクトルの構造から、大きくperiodicな構造
の見られる”periodic　type”と、periodicな
構造の見られない、”non－periodic　type”1こ
分けられ、これらのPc1は、緯度・local
ti■e　に関して特徴的な現れ方をする事を示
した。
　　さらに、地磁気活動度との関連を考える
と、1）Substor■の直接的な効果として数時
間のうちに発生するものと、2）Substor開の
after・effectとして磁気圏の擾乱がおさまっ
た後、数日の問の比較的静かな時期に発生す
るものに分けられ、それぞれ以下のような現
象が対応する事がわかった（表1）。
　　これらのPc1現象とSubstorm
の関係は、1）の場合については単にSubsto
閲に伴う高エネルギー粒子の供給によると考
えたのでは一概には説明できない。従って磁
気圏内の諸条件（cold　plas閲aの分布、　conv
ection　fieldの様子）を合わせて更に詳しい
解析が必要である。また、2）の場合にっい
ては状況は更に複雑で、長周期の脈動（Pc
4－5）による㎜o伽lationの見られる例も観
測されており、その発生のtriggering侃echa
nis爪と合わせてまだ十分な説明がなされてい
ない。これらの点についてさらに詳しく解析
を行ない報告する。
効果 現象　の　種類 Local　T輌me
Direct　effect
　Energetic　proton　injection
◆ Non－periodic　　Pc　　1，　　low　frequency　band　　（IPDP　を含む。）
・ Subcleft　morning　　dot
・ Night　　side　　per　iodic　　Pc　1
11－20　MLT
7±2　MLT
17－07　MLT
Af　t　e　r　　　e　f　f　e　c　t
　Longitudinal　dens　i　ty　　grad　ient
　in　low　energy　Plasma　etc．
　十weak　injection
◆Dayside　periodic　　Pc　1
・No －periodjc　Pc　　1，　　high　　frequency　　band
06－18　MLT
10－16　MLT
表1　Pc　1の　substorm　効果
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　　　　　　娃斑・あサ5尼拠厩観司拷果つ麩牟乏化・
　　　　　　　火瀬正兵゜倉な東が針底彦良必　動り勝。
　　　　　　　　CO極噺記イ　※毫5蜘鋤’）
　　　聯差地1・劫昧鋤屹伊佑）の観性働ノ悌生して・・ピ存綾多L殉1準長い
腱／）緋ク卿猶ノ・ラ叉聯劉ぴて榊し時！畔／汕似以魅しい・5・こ・ラ5
現在魂蹴されてト’」。また／タ〆字’プ丸乏．吸倣りノくひ・∂銅苧時夜用倒よワ多1旬声ll・4
2鷲誤遍篠》霧膓普イ兇酬》麓誕，1∵罐緊㌘月麟㌶1
型痴ご’パ励泌指紗紘ΣK巨4鉾デフ」ギα・▽パノ争と・ウう川・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また日豚z，基超2おτ武Kll／o｛とついτ／タク3牟z知じり統群存冗税パ碑繊の比薇
鷲㌘鷺2脅㌢夕潭鷲鴎ζ《鶏男媒膓整麟励㌶慧㌻
行ク左・図1・テ膓・1乙3ψ刀・〃W㌢タれ4ゾ見5在島こり疎1施老苧ノ・おケ3ノ留
］でσ午1助ノ鰯汚勤指数β罐・気ΣK培よ　と／司ビい1・勤旬疎ごあワ・相当長則’与1
ポ鋤必パ微侮峨戸Z兎階揃・・榛帷1・庄季ド瀦訪3・と〃湖鱗
蜘Σ畑顕治ξ遡嫡縁くZパ系麹畑纏酵えシ・1・5ガ磁鋤舷
扉杓・どκ鋤砺肝繊’目瞬～・い綱物’ラ踊唖酬群紅・ワ嫉醐現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しz人ソ争い・4た雁ピの相肉ヒ喰｝才ぼ確方7屯、示してい了。Σ二㎏お了が月手灼値r右冬湯
諺動刀最超∀近．ビぽむ（う小さく、7ζ陽彩勤　ズKl吻∠渉ド子く，ノθ次仁磁1／准続（庄
の下降期｛二猷蘇してい‘。このラ5／9ガ％・合IU線句子ク多ノ句幽ワ枠“麟ご●ろ
勿’巧ク砕の駄イ拠ご南磁勧’叫巨・次切・・ノ∋・噌鱈繊櫟香傭
擾紗鞠碩，多パ同才か5・ヨの・碑り訪微卿鰯鞠障翅～・鰍戸・
　　　ΣKp、
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